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【背景】  
慢性腎不全 (Chronic Kidney Disease、 CKD)患者に対する腎代替療法は、大きく血液







に、各療法を受ける患者の QOL を横断的に調査することである。  
【対象と方法】  
対象は、血液透析患者 313名(67.9±16歳)、長時間透析患者 26名(年齢 49.4±8.4歳)、
腹膜透析患者 26 名(75.3±6.9 歳)とした。保存期 CKD 患者は、腎代替療法未導入の患者






が障害されている者、参加の同意が得られない者とした。全ての対象の Quality of Life
を、EuroQol 5 Dimension（EQ5-D）にて測定した。 
【結果】  
EQ5-D は、通常の透析患者が 0.4±0.4、腹膜透析患者が 0.91±0.13、長時間透析患者
0.92±0.09 であった。  
【考察】  





の背景に合わせた腎代替療法の選択が、QOL の向上に繋がる可能性がある。  
 
